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 特徴・独自性

 社会実装と実用化への可能性

　骨本来の配向化構造（アパタイト／コラーゲン配
向化構造）の回復が骨の機能化には必須であり、も
はや既存の骨疾患治療薬では骨機能回復を促すこと
は難しい。骨疾患治療の従来技術は、古典的指標で
ある「骨量・骨密度」回復を促進するのみであった。
中野研究室では骨配向化の概念に基づく、まったく
新しい骨疾患治療を実現するための、骨配向化用薬
剤組成物を見出した。具体的には、骨芽細胞の受容
体に作用し、その配列化を促進し骨配向化を誘導す
る可溶性タンパク質を、マイクロアレイ法により約
３万５千個の遺伝子の中から同定して見出した。同
定した物質は、破骨細胞ー骨芽細胞間相互作用に基
づき骨配向化を促進する。

　本成果で得られた骨配向化促進物質はこれまで見
出されていない骨質制御因子であるため、骨疾患治
療薬として開発することで健全な配向性を有する骨
再生を達成し、これにともない特に製薬・医薬品産
業を中心として幅広い産業・製品群に対して、大き
な波及効果がある。骨粗鬆症、骨腫瘍・転移性がん、
骨軟化症を含む骨疾患に適用可能な治療薬として市
場開拓が見込まれる。
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破骨細胞欠損により骨芽細胞配列化が破綻
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発現量がWT/c-src欠損 = 1.5倍
以上かつ液性因子をピックアップ

骨配向化制御
遺伝子を同定！

骨配向化促進の治療薬として開発可能

骨吸収
骨形成

マイクロアレイ
（網羅的遺伝子発現解析）
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